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12月12日、ＪＲ連合青年・女性委員会は、全国電力総連 青年委員会との意見交換会を開催しました。 

鉄道と電力。それぞれが働いている現場は違いますが、生活に欠かせない「インフラ」を昼夜問わず守り抜

いているという使命感、そして全国のエリアごとに会社が分かれている組織体制など、私たちには多くの共通

点があります。今回の目的は、産別の垣根を越えた交流と、私たちが直面する共通の課題「若者の政治離れ」

についての模索です。限られた時間ではありましたが、互いの知見と情熱が交差した、非常に濃密なひととき

となりました。 

本紙ではこの充実した交流の様子を、２部構成でお届けします。【第１部】のリニア・鉄道館での笑顔あふ

れる施設見学、そして【第２部】の未来を見据えた白熱且つ温かなグループワーク。インフラを支える若き同

志たちの熱気を、ぜひ感じ取ってください。 

 

 

 

 

 

 

【第１部】リニア・鉄道館で「知って・楽しむ」！ 

【第２部】互いの活動を「知って」、共通の課題について「考える」！ 

電力総連 × ＪＲ連合 
インフラを支える同志と深めた絆！ 

 ～「楽しさ」と「学び」が詰まった意見交換会～ 
インフラを支える同志と深めた絆！ 

 ～「楽しさ」と「学び」が詰まった意見交換会～ 
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■ 笑顔弾けたアイスブレイク 

第１部の舞台は、鉄道技術の結晶が集まる「リニ

ア・鉄道館」。まずは班ごとに分かれて自己紹介を

行いました。緊張しがちな初対面の空気を一変させ

たのが、アイスブレイクの「Good & New」♪ 

「24時間以内にあった嬉しいこと」や「新しい発

見」を一人ひとりが発表し、周りのメンバーがそれ

に対して拍手を送る。たったそれだけのことで、会

場には温かい一体感が生まれ、心の距離がグッと縮

まりました。 

■ 難問・奇問に挑戦！？ オリジナルクイズラリー 

館内見学は、単なる自由見学ではありません！  

今回は髙杉議長と石川事務長が、この日のために考

えた「全27問のオリジナル問題」が配布されまし

た。出題内容は、「新幹線のトロリ線の直径」や

「線路のゆがみを整正する機械」といった技術的な

難問から、「東海道新幹線の平均遅延時分」、さら

にはSNSで話題になった「あのカタイアイスの呼び

方」まで多種多様。「これ、どこに書いてあ

る！？」と声を掛け合いながら答えを探す中で、鉄

道知識はもちろん、交通インフラが果たす役割への

理解を楽しみながら深めることができました。 

 

 

 

後半は会場を移し、活動紹介とグループワークへ。こ

の重要なパートの進行役を務めていただいたのは、電力

総連の永吉主査と前田事務局長です。  お二人は「えい

ちゃん（永吉主査）」「たっちゃん（前田事務局長）」

の愛称で親しまれており、そのお人柄あふれる温かい進

行と巧みなリードによって、会場の緊張感はほどよくほ

ぐれ、終始和やかな雰囲気でプログラムが進められまし

た。 

 
 

 

 

 

【第１部】リニア・鉄道館で「知って・楽しむ」！ 

【第２部】互いの活動を「知って」、共通の課題について「考える」！ 

えいちゃん 

たっちゃん 
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■ 刺激し合う互いの活動紹介 

まずは相互理解を深めるために、双方の活動紹介を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ グループワーク：「青年・女性組合員に政治を身近に感じてもらうためには？」 

私たちの働く鉄道や電力といったインフラ産業は、国

の政策や法制度と密接に関わっており、政治への関心を

持つことは、すなわち自分たちの職場や生活を守ること

に直結しています。しかし、若手にとってはまだ心理的

な距離があるのも事実。そこで「青年・女性組合員に政

治を身近に感じてもらうためには？」をテーマにグルー

プワークを実施。「政治は遠い存在」という感覚をどう

変えていくか、各班で率直な思いを語り合い、全体発表

では多彩なアイデアが出されました。 

活動紹介に加えて、JR連合の成り立ちについて

紹介しました。 

電力総連の仲間にJR連合の成り立ちや歴史を知

ってもらうことが当初の目的でしたが、それは同

時に、私たち役員自身にとっても自組織のルーツ

を深く見つめ直す機会となりました。「私たちが

今、当たり前のように活動できている背景には何

があるのか」。説明を通じてその重みを再確認

し、次世代としてバトンを受け継ぐ覚悟を新たに

する、非常に有意義な時間となりました。 

電力総連の紹介：永吉主査より JR連合の紹介：石川事務長より 

活動紹介の中でも、特に若手層への広報強化策

として取り組んでいる「Instagram」の活用に力

を入れている点が印象的でした。 

また、セミナーのタイトルにも独自の工夫が光

ります。「第17回ユースリーダーズセミナー」の

テーマは、『北‶十七星 ～ Try me Change up 

～』。「第17回」と「北斗七星（道しるべ）」を

掛け合わせたユニークなネーミングや、同世代が

普段使いしているツールを柔軟に取り入れる姿勢

は、私たちにとって大きな刺激となりました。 

Instagramチェック♪ 

https://www.instagram.com/zensei_denryokusoren12?igsh=dGc2YWl5N3J4MmNp
https://www.facebook.com/share/1AcqUnXv7M/?mibextid=wwXIfr
https://www.instagram.com/jr_rengo?igsh=bzZpMnkwZmh6cmZj&utm_source=qr
https://x.com/jr_rengo?s=21&t=X5VdY0BD1BvL3uP_VaNJSA

